
蓬
来
町
界
隈

（そ
の
五
十
　
）

こ
の
夏
気
に
な
る
暑
さ

林
　
　
順

信

日

昨
今
の
暑
さ
は
独
特
の
も
の
だ

私
が
こ
こ
数
年
夏
に
な
る
と
、
エ
ッ
セ
イ
に

書

い
た
り
、
講
演
で
口
に
す
る
名
言
と

い
う

の

が
あ
る
。
自
分
み
づ
か
ら
名
言
と

い
う
の
だ
か

ら
、
あ
る
い
は
迷
言
か
も
知
れ
な
い
の
だ
が
‥
．

「今
年
の
夏
は
今
ま
で
で
も

一
番
暑
く
て
つ
ら
い

の
で
は
な
い
か
な
、
と
思
え
る
ほ
ど
暑
い
の
が
、

東
京
の
夏
で
あ
る
。
」

「
の
ど
も
と
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
も
忘
れ
る
」
の
た
と

え
の
よ
う
に
、

つ
ら

い
猛
暑
も
す
ぎ
て
秋
か
ら

冬
、
春
と
時
が
経
過
す
る
と
忘
れ
て
し
ま
う
の

だ
ろ
う
。
毎
年
毎
年
、
夏
が
訪
れ
る
と
、
ま
た

ぞ
ろ
猛
暑
な
ら
ぬ
酷
暑
に
い
じ
め
ら
れ
る
．

気
温
そ
の
も
の
は
、
戦
前
も
十
分
に
高
か

っ

た
。
し
か
し
、
朝
夕
は
、
山
か
ら
の
冷
気
が
関

東
平
野
に
ひ
ろ
が

っ
て
い
た
水
―――
を
残
し
て
来

た
か
ら
、
す
ご
し
易
く
、
空
気
も
甘
か

つ
た
。

戦
前

い
や
、
戦
後
で
で
も
常
磐
線
綾
瀬
駅
は
、

日
国
の
真
中
に
あ

っ
た
し
、
練
馬
の
十
三
間
道

第二十七号
平成12年 7月 10日

発行者 蓬 来 町 全

編集者 文 イヒ 部

路
だ

っ
て
、
長
崎
か
ら
畑
が
豊
島
国
の
方
ま
で

打
ち
つ
づ
い
て
い
た
か
ら
、
緑
地
空
間
の
風
は
、

日
中
は
身
の
お
き
ど
こ
ろ
も
な

い
位
に
厳
し
か

っ
た
が
、
朝
は
爽
か
だ

っ
た
。

現
在
は
、
関
東
平
野
そ
の
も

の
が
、
市
街
地

と
化
し
、
米
舗
装
の
道
な
ど
珍
し
い
時
代
だ
し
、

第

一
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
た
高
層
建
築
が
目

自
押
し
で
、
そ
の
表
面
積
と

い
う
も

の
は
、
正

確
に
計
算
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
恐
ら
く
地
面

の
総
面
積
の
六
～
人
倍
は
あ
る
の
だ
ろ
う
．

月
中
太
陽
熱
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
吸
収
さ
れ

て
　
そ
れ
が
夜
中
に
な

っ
て
も
冷
え
ず
、
そ
の

ま
ま
日
の
出
を
迎
え
て
し
ま
う
．

お
ま
け
に
室
内

の
冷
房
か
ら
外
に
出
る
熱
風

が
、　
一
晩
じ
ゅ
う
、
町
な
か
を
の
た
う
ち
廻

っ

て
い
る
。
そ
れ
に
車
の
排
気
ガ
ス
が
道
路
狭
し

と
充
満
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
世
の
中
じ
ゅ
う

暖
房
漬
け
と
な

っ
て
し
ま
う
．
昨
今
の
暑
さ
は
、

空
気
は
汚
染
さ
れ
て
い
る
　
何
か
化
学
的
な
変

化
を
持

っ
た
陰
け
ん
な
暑
さ
と
な

つ
て
い
る
．

こ
れ
で
は
転
地
す
る
し
か
酷
暑
を
逃
れ
る
す
べ

は
な
い
の
だ
ろ
つヽ
か
．

日
真
夜
中
で
も
熱
風
が
吹
く

昔
か
ら
夏
は
暑
い
の
に
き
ま
っ
て
い
る
か
ら
、

学
校
で
は
暑
中
休
暇
も
あ
る
し
、
戦
後
は
お
勤

め
さ
ん
も
、
音
か
ら
の
薮
人
り
と
は
異

っ
た
、

お
盆
休
み
と
い
う
の
が
あ
る
ら
し
い
．
で
も
回

合
の
な
い
江
戸
っ
子
達
は
、
こ
の
お
江
戸
の
空

の
下
で
、
な
ん
と
か
消
夏
法
で
も
考
え
て
、
ひ

た
す
ら
耐
え
て
、
秋
風
の
吹
く
の
を
待

つ
し
か

な

い
と
見
え
る
。
不
肖
私
は
小
学
生
の
頃
か
ら

夏
が
大
の
に
が
手
で
、
地
方
に
草
性
を
は
い
て

逃
げ
回

っ
て
き
た
。
地
方

の
夏
は
、
水
と
緑
と

が
あ
れ
ば
、
日
が
暮
れ
て
か
ら
は
か
え

つ
て
す

が
す
が
し

い
．
少
年
時
代
は
、
東
京
の
町
な
か

に
い
て
も
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
熱
風
は
な
か

っ

た
か
ら
、
何
と
か
す
ご
せ
た
。

昨
今
は
、
余
り
に
も
の
暑
さ
に
あ
き
れ
果
て

て
、
天
気
予
報
の
高
温
を
記
録
す
る
こ
と
で
、

か
え

っ
て
や
け
く
そ
の
消
夏
法
を

つ
づ
け
て
い

る
．
私
は
過
去
四
十
年
間
く
ら
い

「
研
究
の
日

誌
」
と
題
し
て
、
主
と
し
て
世
間

の
諸
事

や
、

衣
食
住
な
ど
、
比
較
的
下
世
話
の
話
題
で
、
な

る
べ
く
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
出
て
来
な
い
、
町
々

の
細
か

い
情
報
や
資
料
　
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー

と
値
段
、
チ
ラ
ン
の
た
ぐ

い
な
ど
、
大
学
ノ
ー

ト
に
貼
り
込
ん
で
保
存
に
こ
れ

つ
と
め
て
い
る
。

手
許
に
は
と
り
あ
え
ず
平
成
九
年
の
夏
か
ら
の

気
温
の
記
録
が
あ
る
．

よ
く

「梅
雨
明
け
十
日
」
と
い
う
言
葉
通
り
、

七
月

二
十
日
す
ぎ
の
梅
雨
明
け
の

一
週
間
か
ら

十
日
間
、

つ
ま
り
十
用
の
猛
暑
は
、
高
温
と
共

に
湿
度
を
伴

つ
て
い
る
の
で
、
暑
さ
の
重
圧
感

が
並
人
抵
で
は
な

い
。
そ
し
て
、
昨
今
の
真
夜

中
の
真
夏
日

（
二
十
五
度
以
上
）
の
熱
帯
夜
に
、

わ
れ
わ
れ
都
民
は
苦
し
ん
で
い
る
。

過
去
三
年
間
の
温
度
記
録
で
は
平
成
九
年
は



ケ
タ
ち
が

い
の
酷
暑
だ

つ

た
。
平
成
十
年
と
昨
年
と
は

気
温
的
に
は
Ａ
級
で
は
な
か

っ
た
が
、
昨
年
の
熱
帯
夜
の

連
続
記
録
に
悩
ま
さ
れ
た
ご

記
憶
は
お
あ
り
だ
ろ
う
。
過

去
熱
帯
夜
の
連
続
は
、
二
十

三
日
間

（昭
和
四
十
九
年
）
、

二
十
日
間

（平
成
六
年
）
に

次

い
で
、
昨
年
は
十
八
日
間

で
第
二
位
だ

っ
た
．
全
国
の

最
高
気
温
は
昭
和
八
年
八
月

六
日
の
山
形
市
の
四
０
、
八

度
で
こ
れ
は
い
ま
だ
破
ら
れ

て
い
な
い
．

世
の
中
、
暮
ら
し
向
き
は

一
向
に
楽
に
な
ら
な
い
の
だ

か
ら
、
せ
め
て
お
天
気
の
方

で
や
さ
し
く
し
て
貰
え
た

ら
、
夜
も
す
こ
し
は
安
眠
で

き
る
の
に
、
今
年
の
夏
は
ど

の
よ
う
な
夏
と
な
る
の
だ
ろ

つヽ
。

※印はその都市の新記録

平
成
十
二
年
四
月
初
旬
か
ら

平
成
十
二
年
六
月
初
旬
ま
で

４
′

′
１４
　
つ
つ
じ
祭
り
開
回
式

４
′
”
　
向
ヶ
丘
地
区
町
会
連
合
会

５
／
１３
　
部
長
会
町
会
長
宅

，
／
２７
　
蓬
来
町
会
定
期
総
会
　
常
端
寺

３
／
１７
　
資
源
回
収

３
／
″
　
Ｈ
赤
向
ヶ
丘
分
団
長
会
議

３
／
２８
　
駒
込
母
の
会
支
部
長
会

４

／
６
、
１５
　
交
通
安
全
運
動
街
頭
指
導

４
／
９
　
交
通
安
全
区
民
運
動

（シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
）

４
′
１４
　
つ
つ
じ
祭
り
甘
洒
茶
屋
　
倉
出
し

４
／
１６
，
・８
　
廿
酒
茶
屋
手
伝
い

４
／
２‐
　
っ
っ
じ
祭
り
観
鯛
会
手
伝
い

資
源
回
収

４
′
２４
　
つ
つ
じ
祭
り
■
酒
茶
屋
　
当
番

５
／
４
　
日
赤
本
社

「く
す
の
本
の
郷
」

５
／
５
　
っ
っ
し
祭
り
　
倉
入
れ
　
手
伝
い

５
／
８
，
２０
　
日
赤
募
金
￥
二
０
■
、
二
〇
〇

５
／
１７
　
婦
人
部
定
例
部
会
　
総
会

５
／
応
　
資
源
回
収

過去3カ年の高温記録 (関東 )

平 成 9年 (1997年 ) ヨニ月t10`卜 (1998`「 ) 平成11年 (1999年 )

7月 5日 (■ ) ※ 越  谷  市  402C
東    京  3770
熊 谷 市 39¨
前  精  市  399C

7月 3日 (金 ,
ス

ｔ

ｔ

¨

¨

¨

８

７

４

６

６

８

３

３

３

３

３

３

市

市

京

市

市

町

橘

谷

　

河

原

名

前

熊

東

古

市

榛※

7月20日 (全 ) 越 谷 市 o5た
所  沢  市   34た
府 中 市 344C
練     馬  349C
東 京 都 心  3oた7月 6日 (日 ) 伊 勢 崎 市 o9¨

所  沢  市  396C
練 ｀ 区 391℃
人 王 子 市  380℃
前 橘 市 390C
熊  谷  市  38/C
東    京  358℃

7月 26日 (日 , 水 戸 市 342
宇 都 宮 市  34¨
前 橘 市

“

3℃

熊 谷 市 ∞ 20
東    京  342C
越 谷 市 oo●c

7月 9日 (木 ) 前 橘 市 35ダC
熊  谷  市  

“

1℃

東    京  352C
横    浜  342C

3月 16日 (月 ) 前 格 市 042C
熊  谷  市  33た
東    京  35●●C

3月 10日 (日 ) ¨
“
た
¨

３

３

３

３

市

市

市

京

納
構
谷

宇

前
記
ヽ
東

※
7月28日 (水 , ∝

¨

∝

た

た

市

市

市

市

市

林

梅

原

月

野

館

〓

佐

大

佐

8月 18日 (水 )

‐
■ 都 富 市  36● C
前  橋  市  35∝
熊 谷 市 361℃

東   京  300C
甲 府 市

“

40



４
　
６
、
５
　
春

，
父
通
安
全
運
動
街
頭
指
導

５
／
２２
　
駒
込
交
通
安
全
協
会
定
期
総
会

３
′
”

当
町
会
員
の
中
で
こ
の
春
小
学

一
年
に
人

学
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
左
記
の
方
々
で

す
。
町
会
か
ら
心
ば
か
り
の
お
祝
品
を
届

け
ま
し
た
。

滝
日
宇
樹
君
　
　
虎
岩
里
佳
さ
ん

藤
＋
礼
佳
さ
ん
　

加
藤
惹
莱
さ
ん

三
宅
秀
征
君

３
′

３．
　
「蓬
業
た
よ
り
」
第
五
十
六
号
配
布

４
／
１２
　
向
ヶ
丘
地
区
青
少
年
対
策
委
員
会

５
／
２２

青
少
年
地
区
対
策
委
員
会

（交
通
安
全
餅

つ
き
大
会
）
　

誠
之
小
学
校

当
町
会
の
方
で
Ｆ
二
年
二
月
、
六
月
に
ご
逝
去
さ

れ
た
方
は
左
記
の
通
り
で
す
　
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

戸
日
松
代
様
　
八
十
八
才
　
一
下
三
十
八
Ｌ
¨

模
旧
の
友
い
づ
地
に
や
霞
草

冷
や
し
酒
毀
誉
褒
貶
に
た
し
ろ
が
ず

健
康
を
拝
み
た
く
な
る
青
五
月

福
山
七
重

池
は
い
ま
青
き
揺
り
か
ご
雨
蛙

彦
坂

つ
ぐ
を

曳
き
売
り
の
花
屋
の
十
一ち
て
春
彼
岸

青
木
柿
寿

春
体
み
父
母
の
頭
痛
を
知
ら
ぬ
顔

岡
田
栄
手

伊
豆
の
は
ま
涛
お
だ
や
か
に
為
朝
忌

船
橋
小
糸

矢
面
に
立
つ
と
き
も
あ
り
為
朝
忌

平
山
雅
美

点
油
に
預
け
し
命
春
陽
さ
す

城
山
吹
雪

来
し
方
を
心
に
問
ふ
て
春
う
れ
ひ

広
沢
し
お
り

囀
り
や
言
葉
の
壁
の
悲
し
く
て

津
久
■
た
か
を

人
の
世
は
サ
バ
イ
バ
ル
だ
よ
春

一
番

金
子
卿
雨

堀
江
頼
治
　
　
　
川
瀬
芳
孝

薗
日
喜
恵
子
　
　
＝
村
康
明

五
十
嵐
日
出
男
　
中
島
行
雄

（部
長
）　
　
　
　
（副
部
長
）

橋
本
明
昭
　
　
　
池
田
秀
男

本
城
康
至
　
　
　
中
島
行
雄

人
畑
清
心
　
　
　
小
林

一
雄

坂
本
禎

一　
　
　
堀
江
頼
治

青
木
喜

．　
　
　
竹
中
俊
之

池
田
　
暉

（蓬
業
町
だ
よ
り
編
集
委
員
）

五
十
嵐
日
出
男

藍
原
紀
久
子
　
　
室
川
幸
子

藤
関
芳
江

小
野
向
雪

池
田
連
木

平
成
十
二
年
度

町
会
新
役
職
人
事

監 会

事 計

副 会
会
長 長

連
絡
委
員

南
部

中
部

北
部

総
務
部

交
通
部

防
災
部

防
犯
部

文
化
部

衛
生
部

婦
人
部

三
宅
英
二

小
川
義
信

佐
々
木
孝

一

橋
本
明
昭

竹
中
俊
之

川
村
康
明

堀
江
廣
明

加
藤
輌
美

五
十
嵐
Ｈ
出
男



書算
会
決

町
度

来

年

蓬
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単位  円

特別行事率億全残 Y120192
平成;2年 6月 27日

平成11年度決算を上配の通り報告いたします

平成11年度決

"は
監査の結果正確に処理されていることを証します.

監査   川 村 康 明

慈 案 町 全

平 成 12年 度 予 算 計 画 書 (詢

予算執行期間 平成 12年 4月 1日 から平成13年3月 31日 まで    単位 円

決算期間 平成11年 4月 1日 から平成12年3月 31日 まで

防災横立金残  Y276¨65

二
明

英
廣

宅

江
三
堀

長会

計
町
会

編
集
後
記

西
暦
二
十
年
も
速
や
十
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
新

世
紀
へ
の
抱
負
や
ら
期
待
も
、
首
相
の
急
逝
、
衆

議
院
の
解
散
、
経
済
の
先
行
き
不
安
、
大
変
地
変
、

少
年
犯
罪
、
何
も
か
も
大
変
な
時
代
に
入
り
ま
し

た
。
新
聞
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
見
て
も
今
の
日

本
を
誰
に
任
し
た
ら
良
い
か
と
言
う
問
い
に

「
こ

の
人
な
ら
一
と
思
え
る
人
が
居
な
い
、
政
党
は
信

頼
出
来
な
い
の
答
え
が
∞
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
世
紀
の
変
わ
り
目

か
も
知
れ
ま
せ
ん
．
角
川
文
庫
か
ら
出
た
五
木
寛

之
の

「人
生
案
内

一
の
中
に
こ
ん
な
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
し
た
。
「人
間
の
善
意
を
信
じ
て
居
る

中
で
、
人
の
善
意
に
出
合

つ
て
も
嬉
し
く
も
な
ん

と
も
無
い
。
当
た
り
前
の
こ
と
だ
と
思
う
に
違
い

な
い
。
人
の
善
意
が
通
用
し
な
い
世
の
中
な
の
だ
。

誰
も
当
て
に
出
来
な
い
の
だ
と
思
っ
て
い
て
、
当

て
に
出
来
る
人
と
偶
然
出
合
っ
た
と
き
、
本
当
に

心
か
ら
何
と
自
分
は
幸
せ
な
ん
だ
ろ
う
と
、
そ
の

奇
跡
的
な
幸
運
を
感
謝
す
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
う

い
う
時
代
に
今
私
た
ち
は
入
っ
て
い
る
．
近
頃
良

く
一言
わ
れ
る
自
己
責
任
と
言
う
意
味
を
も
つ
と
シ

ビ
ア
に
捕
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」

と
有
り
ま
し
た
．

編
集
委
員

■
宅
栄

一　
竹
中
俊
之
　
常
岡
　
裕

青
木
喜

一　
池
田
　
暉

平成12年度 予算 (案 )を上記の通り計上いたします


